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 最後に各章執筆の原型となった雑誌掲載論文の初出を示しておく。第 1 章は






第２章 理解における認識の根拠の問題  
「同質性と帰属性についての一考察―ガダマーのディルタイ批判を通して
―」『哲学論集』第 60 号、大谷大学哲学会、40-56 頁、2014 年。  
 
第３章 解釈学における伝統の契機  
「ガダマーにおける伝統と理解」『大谷大学大学院研究紀要』第 31 号、大谷大
学大学院、109-132 頁、2014 年。  
 
第４章 伝統の両義性  
「ガダマーの解釈学における伝統概念の両義性」『倫理学研究』第 46 号、関西
倫理学会、181-192 頁、2016 年。  
 
第５章 伝統の摂取  
「ガダマーの哲学的解釈学において伝統の摂取とは何を意味するのか」『現象学





























第１節 近代解釈学の成立  

































































の意図の理解への変化こそが近代解釈学の成立を導いたのである 7。  
 





























第２節 シュライアマッハーの解釈学の問題点  






















































































































































































第３節 解釈学と伝統  


























































































































































第１節 ディルタイの認識論  











































































































第２節 ディルタイ解釈学の問題点  



















た 37。  
ガダマーによると、彼はこの問題の解決をフッサールの「意識の志向性（ Inten- 















































































































































































第３節 ガダマーの新たな認識論的問題設定  

































































うのも、たとえ自己意識が絶えず自と他において（ in Selbst und Anderes）
自身を区別しているのだとしても、―生あるもの（Lebendiges）として
―その本質は自と他という自身の構成要素の作用と反作用にあるからで




































































































































































































第１節 テキストの理解と伝統  


































































































































































偏愛（Eingenommenheit für die Person）」が、「事柄への同じような偏愛（die gleiche 





























































































































第２節  解釈学における理解の目標  







































































































































の地平を知るための手段にすぎない。 (GW1, 308) 
 
ガダマーは歴史的地平に身を置き換えて完了するような理解には「事柄につい

























第３節 ガダマーの「伝統」  










































するのか。ガダマーはこの点に注目し、それが「歴史的状況に（ in eine historische 




























































































































































































































   したがって、〈古典性〉概念において第一のものは規範的な意味である。
‥‥‥。しかし、この規範が、それを満たし表していた過去の一回限りの
大作家に回顧的に関係づけられる限りは、いつもすでにその規範は、規範












































































第１節 伝統の問題点  























































































































































第３節 伝承の意味  






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































だということ、つまり「示す（ zeigen）」ことである。  
 ガ ダ マ ー は 自 ら が 立 て た 問 い の 答 え を 「 美 的 非 区 分











































































































































































































































































釈学の代表とみなしている（GW1, 200）。  
4 ガダマーは「文学（Literatur）」には「精神的な保持と伝承」という機能があり、
そのような保持と伝承は古典を範型として後世に伝えることを含んでいるという























                                                                                                                                                     









年、 32 頁）。  
9 １９５７年にＨ・キンマーレがシュライアマッハーの未出版の６編の論考を集め
出版した。原題は、Hermeneutik ,  Nach den Handschriften neu herausgegeben und 







年になるにつれて心理学的理解が強まったと言っている（ ibid.）。  
10 シュライアマッハー『解釈学の構想』、久野昭訳、以文社、 1984 年、 76 頁。  




ハーの解釈学の問題は心理学的解釈にあると考えているからである（GW2, 15）。  
13 divinatorisch はラテン語の divinatio に由来する名詞 Divination の形容詞である。
divinatio は「前もって見る能力、ないし、予言」の意味であり、キケロ（B.C.106-B.C.43）
の『神々の本性について』の中では「予言」として使用されている（山下太郎訳『神々
の本性について』、『キケロ―選集  １１』所収、岩波書店、 2000 年、 41 頁）。「予
言」は占いや神託の代弁に対して使われる言葉であり、解釈の方法が話題となって
いる場にはふさわしくない。バーディングはランケ（ 1795-1886）の歴史理論の解
説書の中で、ランケにおける Divination の意味を「精神的知覚行為（ die geistige 
Apper- 
zeption）」と説明している（Ｈ・バーディング「ランケ」、『ドイツの歴史家  第 1
巻』所収、ドイツ現代史研究会、 1982 年、 76 頁）。シュライアマッハーの使用も
こちらの意味に近いと思われる。  
14 F.D.E. Schleiermacher, Hermeneutik und Kritik ,  hrsg. Von M. Frank, Frankfurt a.M., 
Suhrkamp, 1977, S. 169. 




2000 年、 252 頁）。  
17 Frank, Manfred, Das individuelle Allgemeine: Textstrukturierung und –interpretation 







                                                                                                                                                     
性とを見極める自他の「比較」を通じて、追構成することに他ならない」（桑原俊
介『シュライアマハーの解釈学―近代解釈学の成立史』、御茶ノ水書房、2016 年、
204-5 頁）。  














ライアマッハー、 1984 年、 94-5 頁）。  
21 シュライアマッハー、 1984 年、 77 頁。  






ている文書の意味を理解することができる根拠である」（R.E. Palmer, Hermeneutics 
―Interpretation Theory in Schleiermacher, Dilthey, Heidegger, and Gadamer― ,  








25 H.-H. Gander,  „Erhebung der Geschichtlichkeit des Verstehens zum hermeneutischen 
Prinzip“, in Hans-Georg Gadamer:Wahrheit und Methode ,  hrsg. Günter Figal,  Berlin,  




Hegel,  Vorlesungen über die Philosophie der Geschichte ,  Werke 12, Frankfurt am Main, 
Suhrkamp Verlag, 1970, S. 20.）。  
27 ガダマーは次のように言っている。「世界史のアプリオリな構成からの訣別が、い























ならない」（W. Dilthey ,  Gesammelte Schriften ,  Bd. VII,  Leipzig, B. G. Teubner,  1958; 
Göttingen, Vandenhoeck & Ruprecht,  1979, S. 256）。  






は、知覚され得る対象が理解されているコンテキストにある」（ Palmer, 1969, p.  104）。 








に確実なことである」（Dilthey, 1958, S. 90.）。  
36 M. Steinmann, „Auf dem Weg zu einer modernen Epistemologie“, in Hans-Georg 
Gadamer:Wahrheit und Metohde ,  Klassiker Ausgabe, Bd. 30, Berlin,  Akademie Verlag, 

























せる（GW1, 227-8）。  
42 ガダマーは次のように言っている。「経験とは生の歴史的過程であり、その典型的
事例は事実確認にではなく、記憶と期待とが一つの全体へ独特の形をとって融合す




みなしている（関雅美『歴史主義の擁護』、勁草書房、 1983 年、 26 頁）。  
44 ここで言われる歴史意識とは、過去の世界をその世界の尺度から理解しようとする
意識である。したがって、この意識は自らの生きる世界の先入見からの克服に基本









の部分とみなした、とフッサールは論じている（ vgl.  Husserl,  Cartesianische Medi- 
tationen ,  Philosophische Bibliothek 291, Hamburg, Felix Meiner Verlag, 1977, S. 25-6.）。 
47 J . Grondin, Einführung zu Gadamer, UTB für Wissenschaft 2139, Tübingen, Mohr Sie- 










49 P. Yorck von Wartenburg, Bewußtseinssetellung und Geschichte-Ein Fragment- ,  
Tübingen, Max Niemeyer Verlag, 1956; Philosophische Bibliothek Bd. 442, Hamburg, 
Flix Meiner Verlag GmbH., 1991, S. 39.  
50 ハイデガーは次のように言っている。「解釈というかたちをとって理解は何か他の
ものになるのではなく、おのれ自身になる」（Martin Heidegger,  Sein und Zeit,  1927, 
19. Aufl. ,  Tübingen, Max Niemeyer Verlag, 2006, S.148）。  
51 論理学の規則では、証明の必要なものを証明なしに前提に置くこと（ petitio principii）
は推論の誤謬である。  
52 Heidegger,  1927, S. 145. 




















的であるということがあるからである（GW1, 272）。  
57 ガダマーは手紙の受取人が手紙を読むとき、手紙の書き手の視線に立って読んでお
り、その際には書き手の書いていることを真実と見なしていると言う（GW1, 299）。 
58 「伝承されてきたもの（ das Überkommen）」は動詞 überkommen が名詞化したもの
である。überkommen には「襲う、征服する」という意味があり、「恐怖が彼を襲う














（Tradition）」と訳されることが多い。また「伝承が語る（ die Überlieferung spricht）」
を「テキストが語る（ the text speaks）」と訳されることがある（Truth and Method,  J .  




えまた、「伝承の理解（Verstehen der Über- 
lieferung）」という言い方はされるが（GW1, 1, 274, 282, 311）、「伝統の理解」とい
う言い方は見当たらない。伝統は概念であり（GW1, 4, 285）、「精神科学的解釈学
における契機」と言われている（GW1, 286）。  
59 Gander,  „Erhebung der Geschichtlichkeit des Verstehens zum hermeneutischen Prin- zip 
(GW1, 270-311)“, in Hans-Georg Gadamer:Wahrheit und Methode ,  hrsg. Günter Figal,  




理由から単に過去を大事にする」（ Joel C. Weinsheimer, Gadamer’s Hermeneutics: A 










（W. Dilthey, Wilhelm, Gesammelte Schriften,  Bd. II ,  Stuttgart,  B. G. Teubner,  1957; 
Göttingen, Vandenhoeck & Ruprecht,  1977, S. 218.）。  
62 ルターを代表とするプロテスタント的な信仰について小田垣は次のように述べて



















に自分のものにする」と言われている（GW1, 274）。  
66 ただし、ガダマーは初期プロテスタント教会では「事柄における合意」が目指され
ていたと述べている（GW1, 297）。  
67 G. Warnke, Hermeneutics,  tradition and reason ,  Cambridge, Polity press,  1987, p.  106. 
68 ポール・リクール『解釈の革新』、久米博・清水誠・久重忠夫訳、白水社、2005 年、













理論の中で説明し得るものであると主張する（リクール、 2005 年、 288-344 頁）。
Ｊ・ディ・チェンソは、ハーバーマスの指摘はもっともだと認めながらも、「ガダ
マーの主張が意味することについては的を外している」とする（ J. Di Censo, 
Hermeneutics and the disclosure of truth: a study in the work of Heidegger, Gadamer, 
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によって動機づけられている」（H.-H. Gander,  ‘In the nets of tradition: a hermeneutic 
analysis concerning the historicity of human cognition’,  in The Hermeneutics reader ,  







省の内で溶解されるのだ」（ J. Habermas, „Zu Gadamer >Wahrheit und Methode <“, in 
Hermeneutik und Ideologiekritik ,  Frankfurt am Main, Suhrkamp,1971, S. 49-50）。  
74 Habermas, 1971, S. 47.  







としては明言されない」（GW1, 306）。  
77 D. Di Cesare, Gadamer: Ein philosophisches Portorät ,  Mohr Siebeck, 2009, S. 116. 
78 Di Cesare,  2009, S. 116. 
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81 D. E. Linge, ‘Editor ’s Introduction’,  in H.-G. Gadamer, Philosophical Hermeneutics ,  D. 











84 Di Censo, Hermeneutics and the disclosure of truth ,  University Press of Virginia,  1990, 
p.  102. 
85 R. J.  Dostal, ‘Gadamer ’s Platonism: His Recovery of Mimesis and Anamnesis’,  in Con- 
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Malpas and Santiago Zabala,  Northwestern University Press,  2010, p.  45.  
100 
 
                                                                                                                                                     
86 プラトンはある人々が詩人の作品に惑わせられる理由を次のように言っている。
「われわれの内なる生来最もすぐれた部分が、理によって、また習慣によってさえ
も、まだ十分に教育されていないため」である（ 606A）。  
87 Catherine H. Zuckert,  “Hermeneutics in Practice: Gadamer on Ancient Philosophy”, in 
The Cambridge Companion to GADAMER ,  Cambridge University Press,  2002, p. 203.  
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